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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月17日(2020.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に関する所定の設定値を設定可能な設定手段と、
　少なくとも遊技実績に基づいて算出される所定情報を表示可能な表示手段と、を備え、
　所定の開始条件を満たす場合に、前記設定値の設定が可能な設定可能期間を開始し、
　前記表示手段は、前記設定可能期間中は、前記設定値を表示可能とし、前記設定可能期
間が終了した後に、前記所定情報の表示を可能とし、
　前記設定値と前記所定情報は、共通の表示方式により表示制御される
　遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は弾球遊技機、回胴遊技機などの遊技機に係るものであり、特には、遊技に関す
る所定の設定値を設定可能とされた遊技機に係る技術分野に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　例えばパチンコ遊技機等の弾球遊技機や、スロットマシン等の回胴式遊技機等、各種の
遊技機が広く知られている。
　遊技機としては、例えばスロットマシンのように、遊技に関する所定の設定値を設定可
能とされたものがある。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、設定値を設定可能な遊技機において、処理負担の軽減を図ることを目的とす
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る遊技機は、遊技に関する所定の設定値を設定可能な設定手段と、少なくと
も遊技実績に基づいて算出される所定情報を表示可能な表示手段と、を備え、所定の開始
条件を満たす場合に、前記設定値の設定が可能な設定可能期間を開始し、前記表示手段は
、前記設定可能期間中は、前記設定値を表示可能とし、前記設定可能期間が終了した後に
、前記所定情報の表示を可能とし、前記設定値と前記所定情報は、共通の表示方式により
表示制御されるものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記のように設定値と所定情報の表示方式を共通とすることで、これら設定値、所定情
報それぞれを表示するための表示制御処理を共通化することが可能とされる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によれば、設定値を設定可能な遊技機において、処理負担の軽減を図ることがで
きる。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　続いて、先のステップＳ１０４において、ステップＳ１０３によるマスク後の値が「１
１１」ではなく、設定変更条件が成立していないとの否定結果が得られた場合、ＣＰＵ２
０１はステップＳ１０５に進んでＲＡＭ異常か否かを判定する。具体的には、ＲＡＭ２０
３のワーク領域に格納されている「設定値」が使用範囲Ｒｕ外の値（本例では「１」「２
」「６」の範囲外）であるか否かを少なくとも判定する。
　ここで、ＣＰＵ２０１が設定値Ｖｅに関して扱う値としては、設定値Ｖｄがある。設定
値Ｖｄは、設定値Ｖｅに対応した値であり、本例では１バイトの値とされ、前述した使用
範囲Ｒｕに対応する少なくとも３段階を表現可能となるように、００Ｈ（０）～０２Ｈ（
３）の値が定められている。なお、「Ｈ」は１６進数を意味する（以下、同様）。本例で
は、設定値Ｖｄ＝００Ｈが設定値Ｖｅ＝「１」を、設定値Ｖｄ＝０１Ｈが設定値Ｖｅ＝「
２」を、設定値Ｖｄ＝０２Ｈが設定値Ｖｅ＝「６」をそれぞれ表すものとされる。主制御
部２０において、「設定値」としては主に設定値Ｖｄが扱われるもので、主制御部２０の
ＲＡＭ２０３のワーク領域における「設定値」の格納領域にはこの設定値Ｖｄが格納され
る。
　ステップＳ１０５の判定処理では、ワーク領域に格納された設定値Ｖｄが００Ｈ～０２
Ｈの範囲の値であるか否かを判定する。
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